動的分子場理論(第48回物性若手夏の学校(2003年度),講義ノート) by 佐宗, 哲郎
Title動的分子場理論(第48回物性若手夏の学校(2003年度),講義ノート)
Author(s)佐宗, 哲郎












































































































･/普 /普 /箸 6k･k2･kl･k3
となる｡ここで,
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図 1.1:Hubbard模型の(a)原子極限W-0と(b)その近傍U≫W における状態密度














































































































































































































･-〟-iT･札 写 完 〃-ix卜
に対して,図1.7のような過程を考えると,その行列要素は,
(k†;1lTlkll;I) - 一帖 d VdkI
1 T, _2LVdkI2
Ek･-Ed-U-un U
(k,;↓l叩 - ) ニ VーA完売 vk ,d-些 fU
となる｡ただし,フェルミ面近傍の電子の散乱を考えるとして,匡kl-匡k,1空0とし,symmetriccaseを仮定した｡とこ
/-i!-'L芋 で一二-:了 一<1-i-I:











































･.(E) - 舟 '-1)E一顔 ↓((芸)2+(竺崇 )2)+･･･,
i. - 1･(3-蛋)u2･o･055u4ト ,
れ - u･(15-誓 )u3+-･,
となる｡ここで,u-U/7rAである｡また,電荷帯磁率.スピン帯磁率,電子比熱係数は,
xc - 2pd(0)(iT†-iTl),
xs - 撃 pd(0)(i.,+i.1),
7 - 争 spd(0)kT.
と計算されている｡U- ∞ではxc-0となるべきであるので,iT†-iTlとなる｡よって,Wilson比と呼ばれる量が,






20-ji IA-1,U=8 ハ. .∫-----一一一一
′ ′Re∑ノト/∫一t.







































































































〈E皇,-筈∑∑∑ coskacoskp-筈 d∑ cos2kQ-4t2dJ二芸 cos2k-2t2d, (2･15,k (1 β k
(e4k)-筈 ∑∑coskQCOSkpcos恒 osk｡
k Qβ7(～
筈 ∑(∑ cos4k｡+3∑ cos2k｡cos2kβ)
k α α≠β
- 16t4lo(d)+芸d(dl1)巨 12t4d2
ここで,2ヽ偽 ≡Wを一定に保ちながらt→ 0,dー ∞ の極限をとると,
(e-1^Ek)ニト 入2t2d･ 喜入4t4d2.-･-e一入2t2d
































































































































































po(E)- i 1-(&)2 (2A5)























































IPTでは,さらに,原子極限U- ∞ と高エネルギー極限IEI- ∞で正しいGreen関数を再現するように,2次の自己
エネルギーを
∑(E)- A∑(2)(E)1- B ∑ (2)(E)






















xo(a,-一品 写 碧 空 -一撃 /_D de豊
と計算される｡フェルミ面での状態密度をp(0),バンド幅を2Dとした｡絶対0度極限では,
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TtpAM-∑ ekCkLckq+Ef∑ n/W+U∑ nfiTnfil+∑(I(keik'Rlfi'gckJ+Vk'e~ik'RIck'Jw) (2･66)



































































l l lPA… l l
W-1,U-2,E戸-1 ReEJe)
4ー -2 0 2 4
E








































































































ド + γ (Ega甚 B)2
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2xRmPA(q,LJ)- no(q,U ) n_RPA′_ ､ nO(q,LJ)2x芝pA(q,LJ)-












































































ODMFT十LDA[p,◎KS,a,∑】ニ Tーtlnliun+FL+∇2-I(KS-∑ト / 1友spdr-Tr(∑G)
･/ 吃tpdr･ 言膵 管 drdr′+Exclp]･Tr(elGト Odc) (3･28)
を立てることにより,DMFTとLDAを統合した理論の建設を試みている｡なお,最後の項-◎d｡は相互作用のdouble
countingの差し引きであるとしている｡この定式化と,CelularDMFTと呼ぶ新しい拡張動的分子場理論【791を用いて,
Puのα-∂相聞の転移の問題を論じている【80,81】｡
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